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決算補足説明資料



本資料に記載の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入

手可能な情報および仮説に基づき当社が判断したものであります。

当該仮説や判断に含まれる丌確定要素や事業環境の変化による影響

等の様々な要因により、実際の業績等は本資料記載の業績予想とは

異なる場合があることをご承知おきください。
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Corporate Profile

社名 株式会社モルフォ （ Morpho, Inc. ）

設立年月日 2004年5月26日

資本金 739,305千円（※）

事業内容 画像処理技術の研究開発および製品開発ならびにライセンシング

所在地 東京都文京区後楽2-6-1 飯田橋ファーストタワー31階

役員

代 表 取 締 役 平 賀 督 基

専 務 取 締 役 保 志 健 一

常 務 取 締 役 髙 尾 慶 二

取 締 役 松 平 史 生

社 外 監 査 役 （常勤） 能 勢 征 児

社 外 監 査 役 上 原 将 人 （公認会計士）

社 外 監 査 役 平 野 高 志 （弁護士）

最高技術顧問 東京大学名誉教授 國 井 利 泰

従業員数 79名

（2011年7月31日現在）

（※） 2011年8月に実施した第三者割当増資等により、2011年9月2日現在の資本金は 791,315千円となっております。
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１．決算ハイライト（PL）

2011年10月期
第３四半期

2011年10月期
第３四半期(累計)

2011年10月期
通期業績見通し

売上高 267 1,039 1,730

営業利益 ▲63 29 330

経常利益 ▲85 4 315

当期純利益 ▲82 ▲4 209

費用高
（原 価）プレセールスの増加により、先行開発費用が投資的に発生
（販管費）新技術の開発等にかかる研究開発費の増加

その他
（営業外費用）第3四半期末の急激な円高による為替差損 5百万円を計上
（営業外費用）株式公開にかかる株式発行費及び株式交付費 17百万円を計上

単位：百万円

売上高
（ﾛｲﾔﾘﾃｨ収入）スマートフォンへの急速な移行により、当社製品の搭載ライセンス数は一時的に

減少したものの第3四半期は復調傾向
（開発収入）第2四半期までに新機種への搭載に向けた開発が一段落、次に向けた仕込みの段階
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単位：百万円・％

２．売上高

売上高 1,417 売上高 1,039

当期においては、各種製品をスマートフォン端末へ移植するための開発請負案件が増加しております。
そのため開発収入が増加しており、当期の収益区分別の割合は、ロイヤリティ収入が減少し、開発収入が増加する見込みです。

収益区分

2010年10月期
通期実績

2011年10月期
第３四半期（累計）

金額 割合 金額 割合

ロイヤリティ収入 1,090 76.9 746 71.8

サポート収入 207 14.7 84 8.1

開発収入 119 8.4 209 20.1

合計 1,417 100.0 1,039 100.0
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３．販売・受注の状況
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単位：百万円・％

収益区分

2010年10月期
通期実績

2011年10月期
第３四半期（累計）

受注高 受注残高 受注高 受注残高

サポート収入 200 23 89 24

開発収入 168 67 136 -

合計 368 91 226 24

主な製品群

2010年10月期
通期実績

2011年10月期
第３四半期（累計）

金額 割合 金額 割合

PhotoSolid 319 22.5 216 20.8

ImageSurf 267 18.9 213 20.6

FrameSolid 143 10.2 79 7.6

PhotoScouter 93 6.6 42 4.1

MovieSolid 92 6.5 67 6.5

FaceSolid 89 6.3 29 2.8

NoiseWiper 85 6.0 64 6.2

TrackSolid 83 5.9 64 6.2

受注の状況主な製品別の販売実績

スマートフォンへの移行に伴い、開発収入の受注高が増
加しております。受注残高については、第2四半期まで
に新機種の発売に向けた各社開発案件が集中し、開発が
一段落したため解消しております。当社の開発サイクル
は、受注から納品・検収までの期間が比較的短期間であ
るため、今後受注される案件は第4四半期に計上されて
きます。
一方、 Android OSが主流となり、サポート収入の受注高
は減少しております。
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４．営業利益

2011年10月期
第３四半期

2011年10月期
第３四半期（累計）

2010年10月期
通期実績

売上高 ①② 267 1,039 1,417

売上原価 62 238 250

売上総利益 205 800 1,167

販管費 ③ 268 771 853

営業利益 ▲63 29 313

従業員数（※） ④ ― 79名 63名

単位：百万円

※ 従業員数には、役員、インターンを含んでいません。

① ロイヤリティ収入の減少
当期は、国内携帯電話市場において海外端末メーカのシェアが拡大しております。その一方、国内端末
メーカの出荷台数は従来型の携帯電話端末からスマートフォンへの移行に伴う端境期のため低調に推移し
ております。そのため当社製品の搭載ライセンス数は一時的に減少しました。しかしながら当第3四半期の
搭載ライセンス数は前四半期から復調しております。

② その他（サポート収入、開発収入）の減少
前四半期までに各社の2011年夏モデルの携帯電話端末への開発請負が一段落しており受注残高が解消して
おります。当第3四半期に積極的に活動した2011年秋冬モデル同端末向け、及び2012年度モデル同端末向
けのプレセールスの成果は第4四半期以降に売上計上されてきます。

③④ 販売費及び一般管理費の増加
事業体制の強化を目的として先行投資的に人材獲得を積極化させており、前期末に対して16名増員してお
ります。それに伴い、人件費ほか関連する固定費が増加しました。更に、研究開発活動については、基礎
技術の開発を継続的に実施しているほか、顧客ニーズを先取りした先行開発を強化していることから、研
究開発費（体制強化含む）が増加しております。
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５．国内の携帯電話市場（１）

当期、従来型の携帯電話端末へのライセンスは引き続き堅調に推移していましたが、2011年に入り、
国内においても急速にスマートフォンへの移行が進展してまいりました。その結果、当社第2四半期で
は国内端末メーカの出荷台数は低迷し、当社の搭載ライセンス数も減少しております。一方、第3四
半期では国内端末メーカの出荷台数は低調ながらも、当社の搭載ライセンス数は復調しております。

（国内メーカ）
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ比率
国内30%超

※1．JEITA公表情報には、Apple社、Samsung社、LG社といった海外メーカの出荷台数は含まれておりません。

※ グラフは、携帯電話の出荷動向：JEITA、搭載ライセンス数：社内管理数値を元に、当社にて作成
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６．国内の携帯電話市場（２）

当社推計では、国内市場におけるスマートフォンへの急速な移行に伴い、海外端末メーカの市場
に占める割合が急速に拡大している傾向を示しています。国内端末メーカ各社は、一斉にスマート
フォンを市場に投入していますが、海外端末メーカの市場シェアは全体の20％に迫る勢いであり、
更に拡大する傾向であります。このような環境のもと、海外端末メーカへの展開を引き続き加速さ
せてまいります。
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７．決算ハイライト（BS）

2011年10月期
第3四半期末(A)

2010年10月期末
(B)

差異
（(A) － (B)）

流動資産 1,717 1,412 ＋305

固定資産 310 143 ＋167

流動負債 338 522 ▲184

固定負債 165 6 ＋159

純資産 1,524 1,026 ＋498

総資産 2,027 1,555 ＋472

現預金 1,365 900 ＋465

売掛債権 226 355 ▲129

前受金 213 295 ▲81

① 当四半期までの資金調達の状況

・設備投資資金として金融機関より 総額200百万円を借入

・研究開発等への充当を目的に公募増資496百万円を実施

単位：百万円

①

①

①

①

②
② 当四半期までの設備投資の状況

・本社機能の移転に伴う設備投資 130百万円

・開発用ツールほかソフトウェア等の購入 15百万円

③ 当四半期までの流動負債の減少理由

・前受金の取り崩しによる減少 81百万円

・税金費用の未払解消による減少 96百万円

③

④ 総資産の増加理由

・公募増資による資金調達 496百万円④

参考値 2011年10月期
第3四半期末

2010年10月期

当座比率 471％ 240％

一株当り純資産額（円） 1,093.80 899.39

一株当り当期純利益（円） ▲ 3.53 221.39
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【トピック】
基盤技術 SOFTGYRO®（ソフトジャイロ）
（高精度・低計算量を同時に実現した動きベクトル演算プログラム）

日本、欧州、米国に加え、2011年5月18日付けで韓国においても登録。これで出願国全てにおいて特許権を取得しました。

11

８．特許戦略（１）基盤技術

当社は、新たに創出した技術を積極的に特許権として権利化しております。
設立以来これまでに18件（+3件）の発明を国内外で出願しております。
この内、特許権として権利化されたものは国内では7件（+1件）、海外では米国が3件（+1件）、
欧州が1件、韓国が1件（+1件）となっております（※（）書きは、前四半期末からの進捗です）。

特 許 番 号 ： 10-1036787 （出願番号：KR20077015833）

発 明 の 名 称 ： 動きベクトル演算方法とこの方法を用いた手振れ補正装置、撮像装置、並びに動画生成装置

出 願 日 ： 2005年1月14日 （公開日：2006年7月20日）

登 録 日 ： 2011年5月18日

出 願 人 ： 株式会社モルフォ

発 明 の 内 容 ： 低計算量で構成度の動きベクトル演算を行い、演算した動きベクトルを用いて手ブレ補正を実現する。

・動きベクトル演算・手ブレ補正に関する技術（韓国）
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特 許 番 号 ： 4772839 （出願番号：特願2008-208407）

発 明 の 名 称 ： 画像識別方法および撮像装置

出 願 日 ： 2008年8月13日 （公開日：2010年2月25日）

登 録 日 ： 2011年7月1日

出 願 人 ： 株式会社モルフォ、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモとの共同出願

発 明 の 内 容 ： 撮像装置で撮影された画像のブロックの特徴量を用いて被写体を識別する。

・被写体認識に関する技術（国内）

９．特許戦略（２）その他、新規取得

特 許 番 号 ： 7978221 （出願番号：12/321937）

発 明 の 名 称 ： 撮像方法および撮像装置

出 願 日 ： 2008年1月27日 （公開日：2008年7月30日）

登 録 日 ： 2011年7月12日

出 願 人 ： 株式会社モルフォ

発 明 の 内 容 ：
フォーカルプレーン電子シャッタ方式による撮影時の手ブレによる歪みをソフトウェア的に補正する際の
CPU負担を軽減し、低コストで良質な画像を生成する。

・フォーカルプレーンシャッター撮影手ブレ補正に関する技術（米国）
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１０．通期業績見通し

2011年7月21日に公表しました2011年10月期の通期業績予想に変更はありません。

2011年10月期はスマートフォンへの急速な移行期にあり、第3四半期における主要顧客である国内端末メー
カの端末出荷台数は、スマートフォン投入の遅れなどの要因も加わり、前四半期に続き低調に推移しておりま
す。国内端末メーカの端末出荷台数の変動は、当社の業績に直結することから、当社では状況に応じた各種施
策を講じながら最大限対処しております。当第4四半期には、予てより準備している以下を中心とする取組み
を推進しており、通期業績予想につきましては予定通り推移するものと考えております。

１．既存技術を応用したアプリケーションソフトの新たな提供・販売手法の開拓

２．ロイヤリティ収入を得るための新技術の開発と搭載に向けた開発案件の受注活動

３．ハードウェア（RTL）化の加速と当該技術による市場の拡大・拡販

４．潜在顧客を含むニーズに合致したネットワークサービス対応の技術及び製品の各種開発と提案活動

５．海外携帯電話市場への展開を加速するための技術開発とプレセールス活動

携帯電話端末市場は、国内は端末メーカ各社がAndroid OSを搭載したスマートフォンの市場投入を加速させて
おり、また通信インフラの向上によりネットワークを介した様々なサービスの提供が開始されるなど、事業環
境は大きく変化しております。海外はスマートフォンが牽引して市場は拡大しており、低画素・小画面から、
高画素・大画面へと変化し、当社の技術力が十分に活かせる市場環境へ変化しております。当社では、グロー
バル展開を加速させて収益獲得機会の最大化を図るべく、引き続き積極的に海外での活動を進めてまいります。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

2011年10月期 1,730 330 315 209

（予想） 前年比 122.0% 105.2% 102.5% 83.4%

2010年10月期
（前期）

1,417 313 307 250

単位：百万円
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ニュースリリース

手ブレ補正ソフト 「PhotoSolid」の搭載ライセンス数の累計が1億ライセンスを突破しました。
当社製品の累計ライセンス数では３億ライセンスを突破しており、製品数は20製品にまで拡大しております。
これら製品は、急速に普及するスマートフォンに対応させており、引き続きライセンス数を増加させております。



お問い合わせ先

経営企画部 ＩＲ担当

ＴＥＬ：03-5805-3975

Ｅ-Ｍａｉｌ： m-info-ir@morphoinc.com




